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他科の先生に
知って欲しい 眼科編⑯

「点眼剤の使い方」について

 岡山県医師会眼科部会　松　本　泰　明

　我々眼科医が普段処方している点眼剤ですが、他科の先生も処方されるこ
とがあると思います。我々眼科医が患者さんに指導する内容についてまとめ
ます。

●何滴入れるの？
　 　点眼剤の１滴量は30μL～50μLと言われています。結膜嚢（眼球とまぶた
の間）の最大容量は約30μLで、その中には涙液が約７μL存在しているので
１滴で十分です。

●まばたきをした方が良いの？
　 　まばたきをすると点眼剤は涙点から吸引され、その後、
涙小管、涙囊、鼻涙管を経て鼻腔に達し、鼻咽頭粘膜から
吸収されて全身に移行します（図１）。眼外に逃さないよ
うにするために、点眼後は、まばたきはせず閉瞼して涙囊
部を５分程圧迫します（図２）。

●複数の点眼剤を使用する場合の間隔は？
　 　最初に点眼した薬は後に点眼した薬によって洗い流され
るため、他の点眼剤の影響を受けないようにできるだけ間
隔をあけて投与することが望ましいとされています。結膜
嚢内で涙液が入れ替わる速さは最短で６分程です。複数の
点眼剤を使用する際に５分以上は間をあける根拠の一つと
なっています。

●複数の点眼剤を使用する場合の順番は？　　　　　　
　 　５分以上点眼間隔をあけることで相互の影響を受けに
くくなりますが、一般的には水性点眼剤→懸濁性点眼剤
→油性点眼剤→眼軟膏の順に使用します。ですが、より
効かせたい点眼剤を後に使用する場合もあります。

●点眼時の注意点
　　点眼前に石鹸などで手を洗い、手指を清潔にします。
　　点眼剤が間違いないことを容器ラベルで確認します。

図１　涙液の流れ

図２　涙嚢圧迫
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会員の声 （郡市等医師会から）

当院周辺マップ
津山市医師会理事

 大澤皮膚科医院院長　大　澤　徳　哉

　昨年に引き続き、今年も寄稿させて頂きます。今回は、当院（皮膚科）周辺について書かせて
頂こうと思います。当院は津山市内の河辺という所にあります。河辺？と言われてもピンとこな
い方が大勢いらっしゃると思いますが、津山インターチェンジ（津山IC）やイオンモール津山店
がある所と言えば、なんとなく場所がお分かり頂けると思います。河辺にある道路や建物の配置
をご説明する場合、津山ICを起点としますのが一番分かり易いと思いますので、津山ICを起点
としてご説明させて頂きます。まず津山ICを降りるとすぐ、北東から南西に走る国道53号線に接
続します。右折も左折もせずそのまま直進（北西方向）しますと、200ｍほどでイオンモール津
山店に到着します。一方、左折し、国道53号線を400ｍ程（南西方向）行きますと、新河辺交差
点があります。この交差点を左折（南東方向）しますと、美作市方面に続く179号線に入ります。
またこの交差点を右折して660ｍ程進みますと、県北最大級の救急病院でもあります津山中央病
院の東側に到着します。この660ｍの道路は新道です。2011年度に着工され、昨年（2019年３月
21日）開通しました。この新道が開通する以前は、新河辺交差点は、美作市方面（南東）から北
西方向に走る179号線が、国道53号線に直角に合流してＴ字路交差点を形成していました。その
ため、美作方面からや高速道路から津山中央病院に向かう救急車は新河辺交差点を素通りして、
国道53号線を進み、もう一つ先の交差点で右折して津山中央病院に向かっていました。この新道
のおかげで、救急病院へのアクセスが強化されました。また道幅も広めで、通学路としても以前
より安全で便利になりました。この新道は、さらに北方向へ延びる予定で、開通すると北からの
アクセスがさらに強化され、開通が待たれます。
　当院は、この新河辺交差点から北に130ｍほど進んだ所にあります。ご近所（河辺）には、７
医療機関があります。そのうち当院から目視できる医療機関は、５医療機関あります。当院前を
東西に走る細い道路をはさんで北東側には外科医院、北側には歯科クリニックがあります。当院
に最も近い南隣には、内科クリニックがあります。当院から北西方向100ｍほどの所に眼科クリ
ニックがあります。また東方向に50ｍほど歩きますと心療内科クリニックがあります。また津山
ICを降りて国道53号線を右折したすぐの所に内科医院があります。また津山ICを降りて国道53号
線を左折し、新河辺交差点を真っすぐ渡って、少し進んだ所に内科医院があります。そして最近、
当院の斜め前（北西方向）に医療ビルが建ちました。現在テナント募集中とのことで、まだ何科
も開院しておりません。
　医療機関の所在地の話題ばかりになってしまいましたので、最後に一つ津山の観光名所をご紹
介させて頂きます。津山洋学資料館です。この資料館への道は、津山ICを降りて左折方向に国道
53号線を車で10数分進みます。河辺を少し離れますが、国道53号線に並走する旧道（旧出雲街道）
沿いにあります。オランダ内科書を訳して『西説内科撰要』を著し、西洋の内科医学を初めて紹
介した宇田川玄随（うだがわげんすい）など津山ゆかりの蘭学者らの資料が展示されています。
津山へお越しの際は、一度訪ねてみられてはいかがでしょうか。
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岡山県医師会認定生涯教育講座（10・11月分）
http://www.okayama.med.or.jp/lle/app/kouza

10月の予定
15 木 真庭市医師会学術講演会（WEB講演会）
16 金 •（※内容が変更になりました）

　 岡山県西部地区産婦人科研究会産婦人科
研修会
•第３回岡山市医師会研修会

17 土
18 ㊐ 乳がん検診講習会
19 月
20 火
21 水 •健康寿命延伸講演会

• 第435回岡山市医師会内科医会、岡山市医
師会皮膚科・泌尿器科専門医会
•浅口医師会生涯教育研修会
• 玉島南部医師懇談会（玉南医懇）

22 木 • 第148回岡山旭東病院 地域連携カンファ
レンス
• 真庭市医師会学術講演会（WEB講演会併
用）
•北児島医師会オンライン学術講演会

23 金 •Online Symposium 岡山糖尿病治療勉強会
• 岡山市医師会・岡山市内医師会連合会災
害救急医療研修会

24 土 岡山県内科医会・部会新型コロナウイルス
感染症研修会

25 ㊐ 第24回岡山県肝炎医療従事者研修会
26 月 第104回美作こども医療研究会
27 火 •第44回岡山生活習慣病懇話会（WEB配信）

•肺がん読影研究会
•第261回岡山市医師会循環器疾患研究会
• 循環器・消化器Joint Seminar in 岡山
　～抗血栓療法の合併症を考える～

28 水 •和気医師会学術講演会（+Web配信）
•夜間多尿Webカンファレンス

29 木 •御津医師会Online学術講演会
• 第14回岡山吸入療法研究会～Webセミ
ナー～
•（※中止になりました）
　第９回倉敷運動器疼痛研究会

30 金
31 土 令和２年度岡山県警察協力医会特別講演会

11月の予定
１ ㊐
２ 月 •第15回自己免疫疾患研究会

• 令和２年度　病院勤務の医療従事者向け
認知症対応力向上研修会

３ ㊋
４ 水 • 令和２年度　病院勤務の医療従事者向け

認知症対応力向上研修会
•第75回岡山赤十字病院病診連携研修会

５ 木 • 令和２年度岡山県結核診療連携拠点病院
研修会～外国出生者の結核とコロナ禍に
おける結核診療～
• 第８回整形外科医のためのナレッジセミ
ナー
•（※内容が変更になりました）
　RA Expert Seminar in OKAYAMA
•真庭市医師会学術講演会

６ 金 • 第77回総合キャンサーボード「新型コロ
ナウイルス感染症とがん診療」
•御津医師会学術講演会（オンラインあり）
•第９回倉敷腰痛セミナー

７ 土 第318回岡山市小児科専門医会11月例会
８ ㊐ 令和２年度　幸福な長寿社会実現事業研修

会
９ 月
10 火 •井原医師会オンライン学術講演会

•第440回倉敷医師会学術講演会
11 水 令和２年度　病院勤務の医療従事者向け認

知症対応力向上研修会
12 木 岡山県精神神経科診療所協会学術講演会
13 金 心不全診療 Up To Date
14 土 •第33回岡山市医師会医学会

•第28回岡山関節外科研究会
15 ㊐
16 月
17 火 Diabtes & Incretin Seminar　都窪医師会オ

ンライン学術講演会
18 水 •美作医会学術講演会

•浅口医師会生涯教育研修会
19 木 •T2DM Forum in Okayama

•第12回倉敷総合診療カンファレンス
• 岡山済生会総合病院 第102回 病診連携研
修会

20 金
21 土
22 ㊐
23 ㊊
24 火 令和２年度第１回玉島医師会学術講演会
25 水
26 木 •笠岡医師会主催学術講演会

• Neurosc ience Web Conference in 
OKAYAMA 

27 金 •第436回岡山市医師会内科医会
• Online Symposium 糖尿病と心腎連関を考
える会

28 土 日医生涯教育講座・日本専門医機構認定共
通講習

29 ㊐
30 月
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　　点眼容器の先端を手で触れたり、まぶたやまつ毛に触れないようにします。

●保存方法
　 　基本的には遮光下で保管します。遮光保存が義務づけられている点眼剤は添付の遮光袋に入
れて保管します。
　 　室温保存（１℃～30℃）の点眼剤がほとんどですが「10℃以下保存」「冷所保存」などの条
件が添付文書に記載されているものもあります。冷所で保存する必要がある点眼剤でも決して
凍結はさせてはなりません。
　 　プラスチック製の点眼容器は気体を透過する特性を持っています。湿布薬や液状の消炎鎮痛
剤、油性ペン、洋服の防虫剤などには揮発性の高い成分が含まれているために、容器を透過し
て点眼液に溶け込む可能性があり、一緒に保管しないようにする必要があります。異臭や刺激
を感じたら使用を中止します。

●使用期限
　 　未開封で保存した場合の使用期限は点眼瓶のラベルに記載されています。開封後の使用期限
が特に設定されていない点眼剤でも開封に伴う汚染の危険性があり、使用期限は約１カ月とさ
れています。ただし、開封後１カ月以内であっても点眼液の中に浮遊物や濁り等が認められた
場合は使用を中止します。

●最後に
　 　点眼剤といえども全身的副作用として緑内障点眼剤（β－ブロッカー）による喘息発作、徐
脈の誘発、抗菌点眼剤（ニューキノロン系）によるショック、アナフィラキシー様症状、眼局
所副作用としてステロイド点眼剤による眼圧上昇等があり注意が必要です。
　 　詳細は「他科の先生に知って欲しい豆知識　眼科編⑩」（2017年10月10日発行　岡山県医師
会報　第1463号）に記載していますのでご参照ください。
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